
生ごみ等の有機資源を活かした循環型農業推進事業

自治体
の紹介

背景
国立公園 蒜山

木質バイオマス発電所



現状の
課題

課題の
解決手段

・持続可能なごみ処理のしくみづくり 処理 → 再資源化

・燃えるごみの多くを占める生ごみを資源化へ（液体肥料へ）

・汚水処理も合わせて効率的なごみ処理へ
・

・ごみ処理コストの負担増（人口5万人弱のまちに３つの焼却場）

・ごみ処理施設の老朽化

・人口は減ってもごみは減らない！？
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事業の
目的

これまで
の取組

事業
内容

・持続可能なごみ処理のしくみづくり 「燃やす」から「活かす」へ

・市内の有機資源「生ごみ」を、メタン発酵して地産肥料「バイオ液肥」へ再生

・資源の循環で、モノ、ヒト、カネが回る社会へ

・生ごみ、し尿、浄化槽汚泥をメタン発酵し

液体肥料「バイオ液肥」へ再生

・日本初!! 液肥の濃縮を実現（最大約10倍）

・年間約1,000トンのバイオ液肥へ再資源化

・年間約100haの農地へ散布

・廃棄物処理コストの削減と有機質肥料の

自給を実現
液肥を濃縮することで、液肥の保管、運
搬、散布の時間・コストを飛躍的に削減
できます
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得られる
成果等

【成果・解決される地域課題】

【企業のメリット/企業との連携イメージ】

寄附を
する
メリット
等

【問い合わせ先】
真庭市産業観光部農業振興課農政企画室

TEL 0867−42−1031  nohshin@city.maniwa.lg.jp

・寄附をきっかけとしたプロジェクトの連携、協業

・真庭市ホームページ等での企業名の公表による企業ＰＲ

・生ごみの再資源化で廃棄物処理コストの削減

・バイオ液肥の活用で農作物の肥料コストの削減、地産肥料の実現

・地域内での資源循環で地域内経済循環の活性化

生ごみ等の有機資源を活かした循環型農業推進事業


